
【 果効は又能効   】
白蛋尿るけおに）全不腎性慢（病臓腎性慢：猫

 制抑出漏の
【 量用び及法用  】

ンタルサミルテりた当gk 1重体、回1日1を剤本
てい用をジンリシ量計の付添、をgm0.1てしと
さ小（量少はに合場な要必。るす与投口経接直

 。るす与投てぜ混に餌食の）度程じ
【 意注の上用使  】

 ）項事的本基（

 品薬医用物動
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【 量分び及分成  】

.1 とこいならなばれけなら守
 )意注的般一（

 ・ 処の等師医獣でのるあで品薬医示指要、は剤本
。とこるす用使りよに示指・箋方

 ・ に的目たれらめ定ていおに果効・能効、は剤本
。とこるす用使みの

 ・ 。とこるす守厳を量用・法用たれらめ定、は剤本  
 ）意注るす対に者用使（

 ・ 。とこう洗を手は後たっ扱り取を剤本
 ）意注のめたの棄廃び及い扱取（

 ・ 。とこるす管保にろこといなか届の手の児小  
 ・ こるめ閉とりかっしをプッャキの器容は後薬投

。と
 ・ 本、はジンリシの猫液口経Lm/㎎01 ラトンミセ

本たま、りな異が位単のり盛目とジンリシの剤
こいなし用使めたいなわ合に部口開の栓内の剤

。と
 ・ 計の用専、めたぐ防を入混の質物の他のへ剤本

。とこるす用使みのに与投の剤本はジンリシ量
 ・ な潔清たい乾てじ応に要必、はジンリシ用与投

。とこる取きふで布はたま紙
 ・ 。とこいなし用使は合場たぎ過を限期用使
 ・  。るあで月ヵ6は限期用使の後封開器容
 ・ 処い従に等例条体団共公方地は器容のみ済用使

。とこるす分
 ・ いなし染汚を系水や境環、は際るす棄廃を剤本

分処い従に等例条体団共公方地、し意注にうよ
。とこるす

 ・ に器容の他、めたるす持保を質品、け避を用誤
。とこいなえかれ入

 ・ るけ避を湿多び及温高、光日射直は管保の剤本
。とこ

.2  とこるけ付を気てし際に用使
 ）意注るす対に者用使（

 ・ 察診の師医にち直、は合場だん飲を剤本てっ誤
。とこるけ受を

 ・ に眼てっ誤、し意注にうよいなら入に眼が剤本
。とこるす浄洗を眼で水は合場たっ入

 ・ テオジンア（剤薬るす有を序機用作じ同と剤本
）薬抗拮体容受IIンシン を響影へ児胎に中娠妊は

本は婦妊に特、めたるいてっか分がとこるえ与
るす意注にうよいなし取摂に的口経てっ誤を剤

。とこ
 ・ 他のそやンタルサミルテるあで分成効有の剤本

薬医の用人（薬抗拮体容受IIンシンテオジンアの
、ンタルサロるいてれら知てしと分成効有の品
タルサメルオ、ンタルサデンカ、ンタルサルバ

、ン ）等ンタルサルジア、ンタルサべルイ るす対に
こるけ避を触接のへ剤本、は者るす有を症敏過

。と
 ）意注るす関に猫（

 ・ 師医獣にかや速、はに合場たれらめ認が用作副
。とこるけ受を察診の

 ）項事的門専（
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 】等報情的学理薬【
 ）態動物薬（

物薬たし与投口経回単をgk/gm1ンタルサミルテに猫
。たっあで%33は率収吸るけおに験試態動

物薬たし与投口経間日6をgk/gm1ンタルサミルテに猫
響影の餌食な意有に量露曝総中血、ていおに験試態動
おに臓肝の猫はンタルサミルテ。たっかなれらめ認は
れさ泄排に中糞、れさ換変に体合抱酸ンロクルグてい

 。る

 限制用使の物動象対①
 ・ び及性全安るす対に猫若幼の満未齢月ヵ6は剤本

、でのいないてれさ認確は性効有 の満未齢月ヵ6
。とこいなし与投はに猫若幼

 ・ 確は性全安るす対に猫の満未gk 2が重体は剤本
投はに猫の満未gk2が重体、でのいないてれさ認

。とこいなし与
 ・ れさ認確は性全安るす対に猫の中乳授び及娠妊

し与投はに猫の中乳授び及娠妊、めたいないて
。とこいな

 ・ 敏過るす対に分成の他のそび及ンタルサミルテ
。とこいなし用使を剤本、はに猫の症

 ・ 投剤本てし対に例症の期末症毒尿の全不腎性慢
めたいないてれさ認確は果効るよに与 、 の剤本

。とこるけ避は与投
 ・ るけ避は与投の剤本てし対に例症の全不腎性急

。とこ

意注的本基な要重②
 ・ カの中漿血はていおに験試性毒たい用をトッラ

高、らかとこるいてれらめ認が昇上の値ムウリ
ウリカの中漿血、はに猫るす呈を症血ムウリカ
慎らがなし認確に分十を状症床臨や移推の値ム

。とこるす与投に重
 ・ 医獣際国は断診の病臓腎性慢るなと象対の剤本

基断診な的般一の等）SIRI（プールグ究研病臓腎
てし慮考を状症床臨び及白蛋尿、しに考参を準

、はで験試床臨の時請申認承。とこう行 に主
、し当該にⅢび及ⅡジーテスのSIRI 白蛋尿つか

比ンニチアレク中尿/ るあで上以2.0が）値CPU（
。たし認確を性全安び及性効有てしと象対を例症

用作互相③
 ・ 用併のと）sDIASN（剤痛鎮炎消性ドイロテス非

。るあがとこるせさ弱減を用作圧降の剤本は
 ・ 剤下降圧血の他 、剤尿利（ ）等剤断遮ターベ 用併と

。るあが性能可るま高が果効の剤本とるす

用作副④
 ・ が痢下、便軟、吐嘔にれま、りよに与投の剤本

。るあがとこるれらみ
 ・ よに薬休、がるれらめ認にれまが昇上の素酵肝

。るす復回に中日数り
 ・ 、めたるあが用作下降圧血はに剤本 いるあ脱虚

。。るれらえ考がとこるれ現がきつらふは の圧血低
どな法療液輸、はに合場たれらめ認が見所床臨

。とこう行を法療症対の
 ・ 用奨推、てしと響影るす因起に性活理薬の剤本

、めたるれらめ認が少減の数球血赤もていおに量  
すグンリタニモを数球血赤は中療治るよに剤本

。るれさ奨推がとこる

与投量過⑤
 ・ 間月ヵ6を量倍5～3の量用奨推床臨（与投量過

認が昇上の）NUB（素窒素尿中血りよに）与投
。たれらめ

 ・ 間月ヵ6を量倍5～3の量用奨推床臨（与投量過
。たれらめ認が下低圧血な明著りよに）与投

 用）全不腎性慢（病臓腎性慢用猫
TA 1  薬抗拮体容受
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アンジオテンシノーゲン 

AT1 受容体 AT2 受容体

レニン 

セミントラ 

タンパク尿減少 臨床的に有益な作用
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AT2 受容体 

アンジオテンシンⅠ

アンジオテンシンⅡ

 ）理薬効薬（
 序機用作

体容受1プイタⅡンシンテオジンアはンタルサミルテ
TA（ 1 ）体容受 TA、し合結に的続持つか的択選に 1 体容受

テオジンアるす与関に行進の患疾腎。す示を用作抗拮
TAは用作床臨のⅡンシン 1 るいてし連関と激刺体容受

TA、めた 1 のⅡンシンテオジンアたし介を激刺体容受
進の害障腎む含を尿白蛋、でとこるすクッロブを用作
はンタルサミルテ、たま。るれさ制抑が用作の子因行

TA 1 ジンア、めたるす抗拮に的択選に合結のへ体容受
体容受2プイタⅡンシンテオ TA（ 2 ）体容受 圧降たし介を

 。いなえ与を響影に用作

用作圧降な的続持
害障腎が尿白蛋るよに圧血高内体球糸はで病臓腎性慢
ミルテ、がるす縮短を後予命生のそ、し速加を行進の
す有を病臓腎性慢りよに用作圧降な的続持はンタルサ

。るす制抑を尿白蛋るけおにコネる
 ）績成験試床臨（

し施実でルコトロプの様同で内国び及外海は験試床臨
酸塩（薬照対は又剤本間日081てっ従に量用法用。た
合を例症内国び及例症外海、し与投を）ルリプゼナベ

頭091てせわ 、頭19群与投剤本（   に）頭99群与投薬照対  

中尿/質白蛋中尿、果結たし施実を価評性効有ていつ
群与投剤本ていおに率化変の）CPU（比ンニチアレク
、たま。たれさ認確が性劣非るす対に群与投薬照対の

蛋（上以4.0がCPUの時始開薬投、ちうの群与投剤本
のらか始開与投るけおに例症の）るれさ類分に尿白
、03、7らか始開与投、果結たし析解を化変のCPU

06 意有てべ比と時始開与投がCPUの後日081び及09、
。たし少減に）50.0<p（

 ）性全安（
 ）性毒性慢（験試性全安物動象対

ヵ6、回1日1、でまgk/gm5を剤本ていつに猫の頭23
害有るれらえ考とるよに剤本、果結たし与投口経間月

 。たっかなれらみは響影な

【 先せわ合い問お報情品製  】
 ムイハルゲンイーガンリーベ

社会式株ンパャジ スルヘルマニア
 1-1-2崎大区川品都京東

 609-604-0210：口窓談相様客お

【 装包  】
 ルトボ1 × Lm03

【 限期用使  】
載記に箱外・ルベラ

 元売販造製

 生発の亡死はくし若害障、病疾るれわ疑とるよにどな用作副るよに剤本、は者係関薬医の等師剤薬、師医獣
、ていおに合場たっ知を項事るす関に症発の症染感るれわ疑とのもるよに用使の剤本は又 発の害危の上生衛健保

【記上、はきとるめ認とるあが要必にめたるす止防を大拡は又生 先せわ合い問お報情品製 もととるす絡連に】
、に を告報もに）lmth.xedni/asuos/oyasukuf/uotukayi/lavn/pj.og.ffam.www//:ptth（所査検品薬医物動省産水林農

 。すましい願お

小さじ1杯分ほどの
少量の食餌に内容液
を混ぜる

内容液をふりかけた
食餌を食べ終えたら、
残りの食餌を与える 

 >方い使のジンリシ量計び及ルトボ<

 】方け開のプッャキ【
以。すまいてっなに造構なうよいなれらけ開てしり回空とす回ままのそをプッャキ、めたの止防らずたいは品本

 。いさだく用使ごにうよの下
・  合場の封開未

の方一うも、え支とりかっしで手片てい置に所場なら平のどな机はくしも、つ持とりかっしで手片をルトボ
キ、ままだん込し押く強をプッャキ。すまりなくなしり回空でとこむ込し押く強に側ルトボをプッャキで手

。いさだくてしずはてっ切じね、し回にり回左をプッャ
・  合場のみ済封開

。いさだくてしずはてし回にり回左らがなみ込し押に側ルトボをプッャキ、に様同

  】法方用使【
 。いさだくてえ与に猫愛回1日1、い従に法方の下以

 ①  。すまみ込じねに分部端先のルトボとりかっしをジンリシ
 ② くっゆをントスピのジンリシ、しにまさ逆をルトボままだん込し差をジンリシにうよの図下 愛、てい引とり

いさだくてし出い吸を液容内でまり盛目の重体の猫 。 まいてれか書がり盛目でまgk8で位単gk1はにジンリシ
。いさだくてっ取い吸でジンリシ度再を分差はていつに分る回上をgk8、おな。す

 ③ 、し戻に元を下上で態状たっ取い吸を液容内 だくてしずはてっじねに向方逆とりくっゆをルトボとジンリシ
。いさ

 ④ 、れ入を先のジンリシ接直に口の猫愛にうよの図下 に猫愛てべすを液容内でん込し押とりくっゆをントスピ
、かるえ与 。いさだくてけかりふてべすを液容内に上の餌食の猫愛たけ分り取量少

 。いさだくてえ与を餌食のり残、後たし認確をとこたし取摂を餌食たけかりふを液容内が猫愛

使、はジンリシ用与投や液薬たし着付に部口ルトボ。いさだくてめ閉とりかっしをプッャキのルトボは後薬投※
。いさだくてっ取きふで布はたま紙な潔清たい乾てじ応に要必、後用
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